
国有林野
事業の
取組
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は
じ
め
に

林
野
庁
で
は
、「
花
粉
症
対
策
の
全
体
像
」及
び

「
花
粉
症
対
策
初
期
集
中
対
応
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」に
基

づ
く
花
粉
発
生
源
対
策
の
取
組
を
進
め
て
お
り
、

令
和
15
年
度
ま
で
に
、
ス
ギ
苗
木
全
体
の
年
間

生
産
に
占
め
る
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
苗
木
※1

の

割
合
を
、
９
割
以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
令
和
６
年
度
に
植
栽

さ
れ
た
ス
ギ
苗
木
2
0
4
万
本
の
う
ち
、
花
粉
の

少
な
い
ス
ギ
苗
木
の
使
用
実
績
は
1
7
3
万
本

と
、
85
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
近
年
の
主

伐
面
積
の
増
加
に
伴
い
、
九
州
全
体
で
苗
木
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
苗
木
の
〝
も

と
〟
と
な
る
穂
木
※2

の
採
取
が
可
能
な
母
樹
※3

が
足
り
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
、
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

九
州
森
林
管
理
局
で
実
施
し
て
い
る
花
粉
の
少
な

い
ス
ギ
苗
木
を
は
じ
め
と
し
た
苗
木
の
生
産
拡
大

を
支
援
す
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

九
州
に
お
け
る
苗
木
の

生
産
拡
大
に
向
け
た
支
援九

州
森
林
管
理
局
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西表島

国有林

九州森林管理局

宮崎県

　九州森林管理局は、九州・沖縄８県に所在する森林
の約２割（約53万ha）に相当する国有林の管理経営を
担っており、温暖湿潤な気候により多様な森林が広が
り、スギやヒノキの人工林が多いのが特徴です。
　また、九州山地や屋久島などには原生的な森林が残
り、ヤクシカや希少植物など多様な生物の生息地とし
て、生物多様性保全に配慮しつつ、地域資源活用を目
的とした間伐や再造林など、持続可能な管理が進めら
れています。

熊本県熊本市西区京町本丁２番７号

419万ha
うち森林面積　　　277万ha
うち国有林面積　 53万ha

８県（福岡県、佐賀県、長崎県、
熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島
県、沖縄県）

所在地

区域面積

関係自治体

管内概要

※１　花粉の少ない苗木
林木育種センター、都道府県等の指導の
下に設定・改良された採種園、採穂園、
採種木又は採穂木から採取された、花
粉の少ない品種（無花粉品種、少花粉品
種、低花粉品種及び特定母樹）の種穂か
ら育成された苗木。

令和2年度

6,586ha

令和3年度

6,828ha

令和4年度

7,470ha

令和5年度

7,614ha

（国有林及び民有林を含む）
3年間で約15％増

九州における植付面積の推移

九
州
全
体
で
苗
木
が
不
足
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花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
特
定
苗
木
の

生
産
拡
大
に
向
け
た
主
な
取
組

（
１
）国
有
林
に
お
け
る「
指
定
採
取
源
」の
造
成

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
成
長
に
優
れ
、
花
粉

の
少
な
い
品
種
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
に
認
定
さ

れ
た
特
定
母
樹
の
ス
ギ
苗
木
（
ス
ギ
特
定
苗
木
）

を
、
平
成
28
年
度
に
熊
本
県
人
吉
市
の
国
有
林

（
低
コ
ス
ト
造
林
実
証
団
地
内
）に
植
栽
し
、
大
学

等
と
連
携
し
て
試
験
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
に
は
、
穂
木
を
採
る
こ
と
が
可
能

な
大
き
さ
に
植
栽
木
が
成
長
し
、
熊
本
県
の
「
指

定
採
取
源
」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
ス
ギ

特
定
苗
木
に
よ
る
造
林
地
の
採
取
源
指
定
と
し
て

は
、
全
国
の
国
有
林
で
初
め
て
の
事
例
と
な
り
ま

し
た
。

（
２
）�ス
ギ
特
定
苗
木
の
安
定
需
給
に
向
け
た
苗
木

生
産
者
と
の
連
携

国
有
林
が
指
定
採
取
源
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
局
は
、
令
和
６
年
11
月
に
、
ス
ギ
特
定

苗
木
の
増
産
意
欲
の
あ
る
苗
木
生
産
者
３
者
と

「
ス
ギ
特
定
苗
木
の
安
定
需
給
協
定
」を
締
結
し
ま

し
た
。
本
協
定
は
、
ス
ギ
特
定
苗
木
の
増
産
に
必

要
な
穂
木
を
指
定
採
取
源
か
ら
提
供
す
る
こ
と

で
、
ス
ギ
特
定
苗
木
の
安
定
的
な
確
保
と
九
州
各

地
に
お
け
る
生
産
拡
大
の
支
援
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
協
定
締
結
者
で
あ
る
苗
木
生
産

者
が
、
国
有
林
内
の
指
定
採
取
源
の
穂
木
を
採

取
・
購
入
し
、
そ
の
穂
木
か
ら
特
定
苗
木
を
生

産
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
生
産
さ
れ
た
苗
木

は
、
局
管
内
の
造
林
地
等
に
植
え
付
け
る
苗
木
と

し
て
、
森
林
管
理
署
等
と
契
約
し
た
造
林
事
業
の

請
負
事
業
体
に
納
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
協
定
に
よ
り
国
有
林
が
特
定
母
樹
の
穂
木
の

安
定
的
な
供
給
源
と
な
る
こ
と
で
、
ス
ギ
特
定
苗

木
の
さ
ら
な
る
生
産
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

低
コ
ス
ト
造
林
に
向
け
た

苗
木
生
産
体
制
強
化
の
推
進

通
常
の
苗
木
よ
り
大
き
な
中
苗
と
呼
ば
れ
る
ス

ギ
苗
木
を
用
い
る
と
、
下
刈
コ
ス
ト
の
削
減
や
シ

カ
被
害
対
策
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
９
月
に
は
、
宮
崎
森
林
管
理
署
と
苗
木

生
産
者
で
、
ス
ギ
中
苗
の
安
定
的
な
確
保
を
目
的

と
し
て
、
苗
木
の
需
給
に
関
す
る
３
ヵ
年
の
相
互

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

中
苗
生
産
は
、
一
般
的
な
苗
よ
り
も
生
産
に
期

間
を
要
す
る
な
ど
一
定
の
リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す

が
、
需
給
協
定
を
締
結
し
、
国
有
林
で
安
定
し
て

引
き
受
け
て
い
く
こ
と
で
、
生
産
体
制
づ
く
り
に

寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

九
州
は
、
苗
木
生
産
者
の
努
力
に
よ
り
、
ス
ギ

の
挿
し
木
に
よ
る
苗
木
生
産
技
術
が
進
歩
し
て
い

る
地
域
で
す
。
苗
木
生
産
者
に
意
欲
を
持
っ
て
生

産
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
九
州

森
林
管
理
局
で
は
引
き
続
き
、
国
有
林
を
活
用
し

た
採
取
源
の
確
保
や
、
協
定
の
締
結
な
ど
を
通
じ

て
、
安
定
的
な
需
給
体
制
の
構
築
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

熊本県人
ひと

吉
よし

市　西
にし

浦
うら

国有林
(熊本南部森林管理署管内)

低コスト造林実証団地内でスギ特定苗木
の指定採取源として登録された区域

低コスト造林実証団地の詳細
林野（2019.12_No.153）

※２　穂木
九州ではスギ苗木を、種から育てるのではなく、30㎝程度に
切り取った穂木を培地に挿して、育ててから出荷。

※３　母樹
穂木を採取することを目的として、幹を切断して、
樹高２ｍ程度に整えた樹木。

熊本県熊本市　九州森林管理局　「スギ特定苗木の安定需給協定」締結式

左：通常のスギコンテナ苗(苗長50cm)
右：中苗のスギコンテナ苗(苗長90cm)




